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わたしの夢、語ります

松下 夏
か ほ

帆 さん　美浜西小学校 6年 (金山)

私の夢は、バックダンサーになることです。理由

は、TikTokやYouTube等のSNSで好きな歌手を

見ていて、パフォーマンス中にバックダンサーの

方々が、アーティストと一緒に曲調に合わせてかっ

こよく踊っていてすごく憧れたからです。

　私は、小さい頃からダンスが好きで、将来の夢も

ダンスに関わることがしたいと思っていた時に、

アーティストさんのライブ映像等を見て、バックダ

ンサーがいることで、伝わるものが違うということ

に気づきました。

　見てくれる人に元気になってもらえるようなパ

フォーマーになりたいです。
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みんなを元気に

‐表紙の写真‐

　4月8日に行われた宇波西神社

例大祭で、5年ぶりに奉納された

王の舞です。

　王の舞の舞い手は、大藪、金

山、若狭町の海山、北庄の4地区

が交代で行い、今回は大藪が担

当されました。

　当日は、王の舞の他、獅子舞

や田楽が奉納され、1年の豊漁豊

作を祈願しました。

  2 わたしの夢、語ります／表紙の写真／目次

三方五湖開き/美浜駅つながるフェスタ/『ポケふた』設置 他
12 まちウォッチング

18 美浜発電所の状況について

32 くらしのカレンダー

28 すこやか放送局

30 ハートフル広場
はじめてバースデー／町人さん／慶弔／人口の動き／広報クイズ

  3 役場の組織体制が変わりました

  8 安全安心な生活環境を充実

  4 令和6年度当初予算概要

  6 まちづくりの推進に向けた主要施策

役場の組織体制が変わりました役場の組織体制が変わりました
　町制施行70周年や北陸新幹線敦賀開業を迎え、新たなステージで機動的かつ継続的・効果的

に施策・事業を推進するため、次のとおり組織力強化に向けた体制整備を行いました。

① ｢危機管理対策室 ｣の充実強化

　　・｢ 防災・原子力対策室 ｣を ｢危機管理対策室 ｣に再編し、防災・技術統括幹を中心とした機動的かつ

　　　横断的に取り組む体制を構築しました。

　②「契約検査・技術管理室」の新設

　　・土木建築課内に ｢契約検査・技術管理室 ｣を設置し、町の公共工事等各種契約や検査等技術管理を集約・

　　　一元的に実施するため、土木建築内に新設しました。

1 ｢ 防災・減災対策 ｣の充実強化

①原子力を含めたＧＸ推進を一体的に実施する体制の構築

　　・エネルギー政策課内に ｢原子力・GX( グリーントランスフォーメーション ) 推進グループ ｣を設置し、

　　　原子力を含めた新エネルギー政策の一層の推進を図ります。　

2 ｢ 原子力や再生可能エネルギーと共生 ｣するまちづくりの推進

　① ｢福祉総合相談室 ｣の新設

　　・健康福祉課内に ｢福祉総合相談室 ｣を設置し、分野を問わず住民の困りごと全般を包括的に受け止め、

　　　複合・複雑化した支援ニーズに対し、包括的な支援を一体的に行う体制を整備しました。　

3 ｢ 健やかで温もりあふれる地域づくり ｣の推進

　① ｢グループ ｣の新設

　　・業務の専門性を高めるため課内に ｢グループ ｣新設し、共通の目標に向けて協力し、業務を遂行します。

　② ｢リーダー ｣の新設及び設置

　　・グループに主査級の ｢リーダー ｣を配置し、グループ員の指導と業務調整を行い業務の専門性を高めていきます。

　③ ｢調整官 ｣の新設

　　・役職定年となる管理職員が長年培ってきた知識や技術、経験等を継承するとともに、現役職員への支援や

　　　部署間の調整を行う ｢調整官 ｣として業務を担当します。

4 まちづくりを着実に推進するための ｢行政力 ｣の強化

①業務の推進体制強化及び業務効率化を図るための所管替え

　　・スポーツ振興及び体育施設管理業務を生涯学習推進課から教育総務課へ

　　　業務を移管しました。

　　・｢ボートの町美浜推進室 ｣の名称を ｢ローイングの町美浜推進室 ｣に改

　　　めました。

　　・文化財施設管理業務を教育総務課から生涯学習推進課へ移管しました。

②総合運動公園管理事務所内に ｢スポーツ推進室 ｣の新設

5 ｢ 人づくり・地域づくり ｣の推進

10 美浜消防団第2分団第9部(美し野)の消防力の充実

マイナ保険証をご利用ください/令和6年美浜町区長名簿 他
21 情報BOX

電池推進遊覧船とエネルギー供給システムが特別賞を受賞 他
16 美浜町のニュース

20 町内河川の水位データ等を公開しています



2024.5 月号5 4広報みはま

予算
令和　�年度6

2
月
29
日
か
ら
3
月
19
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
町
議
会
で
、
令
和
6
年

度
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
6
年
度
予
算
は
、｢

第
五
次
美
浜
町
総
合
振
興
計
画｣

の
後
期
基
本

計
画
及
び｢

第
2
期
美
浜
創
生
総
合
戦
略｣

に
掲
げ
ら
れ
た
事
務
事
業
を
ベ
ー

ス
と
し
て
、
優
先
的
に
取
り
組
む
べ
き
重
要
施
策
に
対
し
て
、
重
点
的
に
予

算
を
配
分
し
ま
し
た
。

用 明説語

①�町税･･･町民税、固定資産税、軽自動車税等、町
に納められる税金

⑦�地方譲与税･･･地方揮発油譲与税、自動車重量譲
与税、森林環境譲与税

⑧�税交付金･･･利子割交付金、配当割交付金、株式
等譲渡所得割交付金、法人事業税交付金、地方消
費税交付金、環境性能割交付金

⑨�その他交付金･･･地方特例交付金、交通安全対策
特別交付金

⑩�地方交付税･･･地方公共団体が一定水準の業務がで
きるよう財政状況に応じて国から交付されるお金

②�分担金及び負担金･･･一定の事業により特別な利
益を受ける者からその事業に要する経費の全部ま
たは一部を受益に応じて徴収するお金

③使用料及び手数料
　使用料･･･総合体育館等、公の施設の使用料等
　手数料･･･税の証明や住民票等の交付に対する手数料等

⑪�国庫支出金･･･国が公益性を認め、その事業を実
施するために国から交付されるお金

⑫�県支出金･･･事業等、特定の目的の財源として県
から交付されるお金

⑤�繰入金･･･基金等の取り崩し及び一般会計･特別会
計の会計間で相互に資金運用するお金

⑥�諸収入･･･他の収入科目に含まれない収入をまと
めた科目。延滞金や預金利子、雑入等

⑬町債･･･各事業を行うために町が借り入れるお金

④その他･･･財産収入、繰越金、寄附金

※自主財源･･･町が自らの権限で収入できるお金

※依存財源･･･国や県等から交付されるお金

※基金･･･特定事業等を行うために積み立てたお金

歳　入

①議会費･･･議会活動にかかる経費

②�総務費･･･自治振興、広報、戸籍、統計、選挙等
にかかる経費

③�民生費･･･児童福祉･障がい福祉サービスや老人福
祉の増進、保育園の管理･運営にかかる経費

④�衛生費･･･保健衛生、ごみ処理等、衛生的な生活
のためにかかる経費

⑤労働費･･･労働者への貸付等にかかる経費

⑥�農林水産業費･･･農林水産業の施設整備･振興や農
業委員会の運営に係る経費

⑦�商工費･･･中小企業の振興育成・雇用促進、観光
振興にかかる経費

⑧�土木費･･･道路･橋･河川･町営住宅の管理や都市計
画にかかる経費

⑨消防費･･･消防署や水防･防災対策にかかる経費

⑩�教育費･･･小中学校の管理･運営や総合体育館等の
管理･運営、社会教育、学校給食にかかる経費

⑪�公債費･･･町債の元金及び利子の支払いにかかる
経費

⑫�予備費･･･予算編成で予期しなかった支出に対応
するための経費

歳　出

予算総額
126 億 5,393 万円

※�実際の予算額は千円単位ですが、
分かりやすくするため万円単位
で表示しています。

①町税
　41億
　9,231万円

(+4.4％ )

③使用料及び手数料
　7,146万円

(-0.9％ )

④その他
　1億 5,383万円

(-8.6％ )

⑤繰入金
　2億 9,067万円

(-32.6％ )

⑥諸収入
　1億 7,788万円

(-3.5％ )

⑦地方譲与税
　5,300万円

(-14.5％ )

⑧税交付金
　2億
　6,110万円

(-0.3％ )

⑨その他交付金
　700万円
(-12.5％ )

⑩地方交付税
　5,000万円

(+66.7％ )

⑪国庫支出金
　12億
　1,134万円

(+11.5％ )

⑫県支出金
　11億
　2,805万円

(-3.7％ )

■ 一般会計歳入

②分担金及び負担金
　6,278万円

(-0.4％ )

※ (　) は対前年度比

会　計　区　分 予算額　

特別会計

診療所事業 1億2,313万円(-2.8％)

国民健康保険事業 11億7,111万円(-2.4％)

後期高齢者医療事業 1億6,218万円(+6.0％)

介護保険事業 11億1,366万円(+0.3％)

簡易水道事業 3億1,803万円(+38.3％)

産業団地事業 320万円(-1.3%)

住宅団地事業 2,584万円(+112.8%)

道路用地取得事業 1億766万円(-0.1%)

合　　計 30億2,481万円(-22.6％)

企業会計

上水道事業 4億7,360万円(+19.2％)
下水道事業 14億7,110万円(���‐���)

合　　計 19億4,470万円(+389.6％)

■ 特別会計 ･ 企業会計 ※ (　) は対前年度比

①議会費1億 641万円
(+7.9％ )

②総務費
　14億
　2,301万円

(-12.3％ )

③民生費
　15億
　9,913万円

(+3.6％ )

④衛生費
　13億
　561万円

(+0.7％ )

⑤労働費 3,534万円 (+7.3％ )
⑥農林水産業費
　3億 9,957万円

(-13.7％ )

⑧土木費
　5億 2,609万円

(+59.4％ )

⑨消防費
　3億 5,818万円

(+6.5％ )

⑩教育費
　10億
　3,586万円

(-2.1％ )

⑪公債費 6億 2,777万円
(+15.3％ )

⑫予備費 2,000万円
(± 0％ )

歳出
76億
8,442万円

⑦商工費
　2億 4,745万円

(+19.8％ )

(+1.7％ )

※ (　) は対前年度比■ 一般会計歳出

一
般
会
計
は
前
年
度
比
1･

7
％
増

　

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
76
億

８
,
４
４
２
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
、

1
・
7
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
前
年
度
に
比
べ
、
町

税
が
4
・
4
％
、
国
庫
支
出
金
が
11
・

5
％
の
増
額
と
な
り
、
県
支
出
金
は

3
・
7
％
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
方
交
付
税
で
は
、
令
和
5

年
度
に
続
き
普
通
交
付
税
が
不
交
付
と

な
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
特
別

交
付
税
の
み
の
５
,
０
０
０
万
円
を
計

上
し
、
町
債
で
は
、
県
単
急
傾
斜
地
崩

壊
対
策
事
業
等
で
２
,
５
０
０
万
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
総
務
費
で
役
場
庁
舎
外

壁
等
改
修
工
事
等
の
完
了
及
び
農
林
水

産
業
費
で
ス
マ
ー
ト
施
設
園
芸
拡
大
推

進
事
業
の
完
了
等
に
よ
り
減
額
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
民
生
費
や
商
工
費
、

土
木
費
で
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
規

模
改
修
事
業
や
民
宿
等
活
性
化
事
業
、

小
倉
山
山
頂
公
園
整
備
事
業
等
の
計
上

に
よ
り
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自

主
財
源
64
・
4
％

依
存

財
源
35
・
6
％

億

一般会計

76 8,442 万円

　一般会計は、福祉や教育、道路整備等、町の基本的な行政

サービスを行う会計で、主に町税(住民税や固定資産税)等で

賄われています。

特別会計　30億 2,481万円

　特別会計は、特定の事業を行うために必要なお金を出し入

れする会計です。｢診療所事業｣や｢国民健康保険事業｣等、8

つの会計があります。

企業会計　19億 4,470万円

　企業会計は、一般の会社と同じ会計方式をとる会計です。

町には｢上水道事業｣と｢下水道事業｣の2つの会計がありま

す。令和6年度より、公共下水道事業と集落排水処理事業を

実施する｢下水道事業｣を新たに設置しています。

歳入
76億
8,442万円
(+1.7％ )

⑬町債
　2,500万円
(+100.0％ )



↑浦見川を航行する電池推進遊覧船

↑平成29年台湾新北市石門区交流事業 (台湾 )
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億

一般会計予算

76 8,442 万円

※実際の予算額は千円単位ですが、分かりやすくするため万円単位で表示しています。

当初予算

令和　�年度6

まちづくりの推進に向けた主要施策 

人口減少・少子高齢化対策2

観光振興、交流人口の拡大1

140 万円IC カード普及促進事業

人材育成5

全国で輝け美浜人応援事業
　スポーツ及び文化活動で全国大会または国際大会
に出場する町民に対し、大会出場に係る費用の一部
を補助します。
▶補助額2分の 1( 上限 30,000円 / 年間 )

未来のアスリート応援事業 70 万円

　町の将来を担う子どもたちがスポーツを通じて心
身の健全な育成に資することを目的とし、町内ス
ポーツ少年団を支援します。
▶(1)から(4)の合計額(補助上限100,000円/年)
　(1) 団　　　��30,000 円
　(2) 団員　　��1,000 円×登録団員数
　(3)指導料　　5,000円×指導者数（上限3名分)
　(4)保険料　　800円×(登録団員数＋指導者数)

ホームステイ事業 1,042 万円

　コロナ禍により中断していた台湾新北市石門区と
の交流を 6年ぶりに再開し、美浜中学校の生徒 8
人が石門中生徒の家庭でホームステイや体験学習等
を通じて交流を深めます。

地域力向上4

小倉山山頂公園整備事業 4,754 万円

　子どもから高齢者まで幅広い年齢層が安心して
楽しめる山頂公園を整備するため、令和 6年度
～ 7年度 ( 予定 ) に駐車場・築山を整備する他、
防護柵、展望デッキの整備を行います。

健康みはま 21 推進強化事業 231 万円

　町民の健康づくり運動を強化するため、これまでの減塩と減量の取り組みに加え、糖質の適正摂取を切り
口とした ｢げんげん運動プラスUP｣ を推進していきます。また、健康支援アプリ ｢美浜町あいあいポイン
トアプリ ｣の利用対象を高齢者から一般層へ拡大し、ポイントを付与することで、健康づくりへの興味関心
が高まるよう事業を推進します。

子ども・子育て支援事業計画策定事業
　こどもの個々の発達や成長に応じたきめ細やかなこども・子育て支援により、安心して子育てできる町を
目指すため、令和7年度～11年度を計画期間とした ｢第 3期子ども・子育て支援事業計画 ｣を策定します。

にぎわいゾーン整備3

みはまシナプスプロジェクト
　「学びと挑戦を育む人づくり」、「優しい回遊空間を創る空間づくり」、「共創の軸線を貫くコンテンツづくり」
を目標としたアクションを起こし、美浜らしいにぎわいと交流を計画・実行します。

町では、まちづくりの施策を第五次美浜町総合振興計画に沿って展開しています。
�前頁でお知らせした令和6年度の予算において、本町が行う事業を紹介します。

対象者
内容
対象 ICカード

販売価格
販売枚数
販売場所
町内チャージ場所

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

町内に住所を有する方
チャージ済の ICカードの販売
ICOCA　2,000円分
（デポジット料500円含む）
1,500円 (1 人 1枚限り )
500枚
わかさ東商工会美浜支所
各コンビニエンスストア　5ヵ所

若狭美浜観光 PR 事業
　関係機関と連携し出向宣伝や商談会等を実施
するとともに、引き続き、観光アドバイザーの
指導・助言のもと、若狭みはまの魅力を発信、
誘客を促進します。

サイクリングを活かしたインバウンド
観光客の誘致
　北陸新幹線敦賀開業効果を最大化するため、
若狭町と連携し、三方五湖エリアでのサイクリ
ングを活かしたインバウンド観光客の誘致を促
進します。

　町民への ICカード ( I
イコカ

COCA) 普及により、｢チョイソ

コみはま ｣や ｢路線バス ｣のスムーズな乗降による利便

性向上を図り、公共交通の利用を促進します。

　若狭湾サイクリングルートの一部である日向

湖周辺道路において、令和6年度～8年度 (予

定 ) にかけてプラスチック擬木防護柵の整備工

事を行い、サイクリストや旅行客等へのおもて

なし環境を整備します。

日向湖おもてなし魅力アップ事業

　新庄粟柄谷の新緑や紅葉を楽しめるよう秋の

紅葉シーズンに向けて、林道粟柄～河内谷線の

支障木を伐採し良好なビュースポット ( 眺望 )

を確保するための整備をします。

新庄山里ゾーン魅力アップ事業

●学びを軸とした次世代まちづくり事業 (２年目 )

　▶小中学生を対象とした美浜町公設塾「放課後教室サン ｣( 令和 5年 10月 25日開設 ) の運営を今年度

　　も行います。

▶高校生や大学生を対象とした学びのプログラムを構築します。

▶Webホームページ及び SNSを活用したシティプロモーション業務を実施します。

●にぎわい創出イベント

▶町内団体の出店等による、町全体のにぎわい創出を目的としたイベントを開催します。

●福井大学との共同研究

▶空き家を活用したトライアルショップの設計業務を行います。

●地方×地方交流事業

▶小学生 (高学年 )と中学生を対象とし、他地域同世代との交流を通じて、地域課題解決に向けた

　　情報交換やまちづくりを行います。

↑小倉山山頂からの眺望 (ドローン撮影 )

845 万円

5,674 万円

5,213 万円

2,854 万円

379 万円

130 万円

130 万円
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安全安心な生活環境を充実
　町では、1月 1日に発生した能登半島地震をはじめ、頻発している自然災害に
備え、「自助」「共助」「公助」でそれぞれの事業を行い防災対策の充実と強化を
図ります。

 自助  一人一人の役割 自助1

防災セット配布事業 6,907 万円

　町民の更なる防災意識と防災対応能力の向上を図るため、防災用品
一式が入った防災リュックを各区、　各地区の防災組織等と連携し、
令和6年秋頃に全世帯 (約 3,700世帯 ) に配布をします。

耐震グッズ購入費補助金 50 万円

�いつ発生するか分からない地震に備え、家具転倒防止金具等の耐震グッズの購入費を補助します。

 共助  地域の役割 共助2

集落コミュニティ施設等整備事業
　地域コミュニティや地域防災の要となる集落センターにおける地域力の向上や住民の安全安心にかかる機
能強化を推進します。

公助  行政の役割3

一般防災初動備蓄整備事業

　令和 6年能登半島地震の状況を踏まえ、災害発生
時の初動において必要となる生活物資を整備します。

補助対象者 補助対象 補助金額 (上限額 )

町内に居住し、住民登録

のある世帯

※補助金の交付は世帯に
　つき1回に限る

家具転倒防止金具等の耐震グッズ

(例 )

〇たんす、食器棚、本棚、その他これらに類する床置き型の　

　家具及び冷蔵庫、テレビ等の転倒防止

〇窓ガラス及び食器棚、本棚等に付随するガラス等の飛散防止

〇天井吊り下げ式照明器具等の落下防止

購入に要した費用額の 1/2

�上限額：5,000円

　地震の際の木造住宅等の倒壊による被害を軽減し、住民の安全性の確保を図るため、耐震診断・補強プラン
作成及び耐震改修にかかる費用を補助します。

STEP 内　容 補助額 自己負担額 補助対象

STEP1 耐震診断 46,000円 5,000円 �昭和 56年 5月 31日以前

に着工された戸建の木造住

宅（旧耐震基準）STEP2 補強プラン作成 46,000円 5,000円

NEW

STEP3
耐震改修

最大 1,500,000円
(※令和 7年度までの時限措置

通常1,200,000円 )

補助額との

差額

耐震診断の結果、耐震性が

不十分と診断された住宅

①�耐震診断・補強プラン作成・耐震改修 (一般住宅の場合 )

②�集会所耐震診断・補強プラン作成 (区・自治会及びその住民の利用に供することを目的としたもの )

●集落センターの課題

・危険個所に所在

・老朽化、地震・風水害に対する不安

・男女別トイレの未整備

・利便性の高い快適なコミュニティスペースの確保

・財源の確保 (整備、維持運営費 )　等

構　造 区負担額 補助対象

木造 50,000円 ・昭和56年 5月 31日以前に建築された

��もの ( 旧耐震基準 )

・耐震診断等を実施後、5年以内に耐震改修

��または新築工事を行うことが見込まれるもの

非木造2階建以下 100,000円

非木造3階建 150,000円

●集落センター課題解決のため、従来の補助制度　

　見直しに向け制度設計

・対象施設の追加 (遊具、備品　等 )

・補助率の向上

・補助上限額の向上

・加算要件の追加　等

美浜町自主防災組織強化事業

　地域防災力の向上・充実のため、防災訓練や防災に関する研修会等を毎年取り組んでいる自主防災組織を
対象に防災用倉庫や資機材等の購入費を補助します。

補助対象 補助対象経費 金額（上限額） 補助率

自主防災組織

�優先順位

�　①防災倉庫

�　②非常用発電機及び

�　　救助用レスキューツールセット

�　③防災用資機材

1,000,000円

　※集落人口が200人以上で10㎡以上

　　の防災倉庫の整備は1,500,000円

　　(防災倉庫のみ )

10/10

・各自治会における集会所整備計画等のアンケートを実施し、地域課題解決に沿った制度を構築します。
・「災害に強いまちづくり基金積立金 ｣にて財源を確保し確実に推進します。

(例 )
・保存用飲料水　・口腔ケア　・石油ストーブ
・非常食セット　・非常用トイレ　等

　災害時における飲料水の確保に向けた、応急
給水体制の強化のため、タンク容量 1,000 ℓ
程度の給水車を購入します。

給水車整備事業

水道管耐震強靭化事業

　「災害に強いまちづくり」を目指し、災害時に必要
不可欠な生活用水の確保に向けた、水道管路の耐震化
を実施します。

1 億 8,335 万円

〇水源から原水を浄水施設まで送る導水管や浄水施設か
　ら浄水を配水池まで送る送水管等の基幹管路、地震時
に弱点となる水管橋を優先的に耐震化
〇揺れの大きい活断層近傍の配水施設を優先的に耐震化

・実施内容

学校防災アドバイザー事業

　県派遣の学校防災アドバイザーを町内の各
小中学校に派遣し、教職員との意見交換会
( 実践委員会 ) で情報共有による防災推進体
制を構築します。また、危機管理マニュアル
の見直し・改善を図り小中学校での積極的な
避難訓練を行います。

5 万円

木造住宅耐震改修促進事業 360 万円木造住宅耐震診断等促進事業 28 万円

250 万円

246 万円 1,930 万円

事業実施期間　令和5年度～9年度 (５年間 )　※各自主防災組織に対して交付は1回限り
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(

一
社)

日
本
損
害
保
険
協
会
よ
り

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
軽
積
載
車
寄
贈

　

美
し
野
区
は
、令
和
4
年
4
月
に
町
内
38
区
目
の
行
政
区
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
区
の
設
立
に
併
せ
て
、
美
浜
消
防
団
第
2
分
団
第
9
部(

美
し
野)

を
発
足
し
、

地
域
の
消
防
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

第2分団第9部�部長
谷口�大介さん (美し野 )

美浜消防署と第 3分団第 2部 (河原市 )の消防車両を更新

自分たちのまちは
　

近
年
、
全
国
で
は
、
消
防
団
員

の
減
少
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

希
薄
化
等
、
地
域
組
織
活
動
に
な

じ
み
が
薄
い
住
民
が
増
加
し
て
い

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
美
し
野
区
で

は
新
た
に
消
防
団
を
結
成
し
、
地

域
の
消
防
力
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

第
2
分
団
第
9
部(

美
し
野)

は
、
部
長
1
人
、
団
員
7
人
の
計

◎
美
浜
消
防
団
第
2
分
団

第
9
部(

美
し
野)

の
発
足

◎
消
防
力
の
充
実

第 2分団第 9部 ( 美し野 ) は、区内に居
住する30・40歳代の 8人で活動しています。
団員全員が、会社員として働きながら、毎月
第1日曜日に集まり、区内の消火栓の点検や
訓練、火災予防の区民への呼びかけ、パトロー
ル等を行っています。
　他の分団では、ベテランの団員から消火技
術等を教わり活動していると思いますが、私た
ちは全員、消防団の経験が浅いため、美浜消

防署員から指導をいただきながら活動してい
ます。今回、新たに小型動力ポンプ付軽積載
車の配備と消防団器具置場が新築されたこと
で、更にみんなで訓練し、練度を高めていき
たいと思います。
　消防団は、地域に密着した組織であり、今
後も地区の行事には積極的に協力していきた
いですし、万が一災害が発生した際には、消
防署と協力して迅速に活動していきたいです。

地域に根ざした消防団として

↑�第 3分団第2部 (河原市 )に配備された
小型動力ポンプ付軽積載車

↑美浜消防署に配備された消防ポンプ自動車

　美浜消防署と美浜消防団第3分団第 2部 ( 河原市 )

では、ともに導入から20年以上が経過していた消防

ポンプ自動車と小型動力ポンプ付軽積載車の経年劣化

による性能低下に伴い、車両の更新を行いました。

　美浜消防署に配備された消防ポンプ自動車は、効果

的な消防活動を実現するため、水槽容量を極力維持し

つつ、大型車から中型車に変更されたことで小回りが

利き、狭い道路への進入も可能となりました。

　また、第 3分団第 2部 ( 河原市 ) に配備された小

型動力ポンプ付軽積載車は、従前の軽トラックタイ

プからデッキバンタイプに変更されたとで、車内に4

名が乗車可能となり、消防団員の安全性向上が図られ

ました。

4
月
7
日
に
は
、
小
型
動
力
ポ

ン
プ
付
軽
積
載
車
の
引
渡
式
が
美

し
野
区
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
第
2
分
団
第
9
部

(

美
し
野)

の
消
防
力
充
実
を
図

る
た
め
行
わ
れ
た
も
の
で
、
新
た

に
配
備
さ
れ
た
小
型
動
力
ポ
ン
プ

付
軽
積
載
車
は
、
地
域
防
災
力
の

強
化
に
係
る
活
動
が
評
価
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、(

一
社)

日
本
損

害
保
険
協
会
か
ら
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
併
せ
て
美
し
野
区
が

消
防
団
器
具
置
場
を
町
の
美
浜
町

消
防
施
設
整
備
費
補
助
金
を
活
用

し
て
建
設
し
ま
し
た
。

　

引
渡
式
で
戸
嶋
町
長
は｢

全
国

的
に
地
域
防
災
の
要
で
あ
る
消
防

団
の
数
が
減
少
し
て
い
る
中
で
、

美
し
野
区
の
皆
さ
ま
が
自
分
の
地

域
は
自
分
で
守
る
と
い
う
目
的
で

消
防
団
を
発
足
さ
れ
た
。
新
た
に

8
人
で
構
成
さ
れ
、
美
し
野
区
に

居
住
す
る
約
２
０
０
人
の
安
全
・

安
心
を
守
っ
て
い
ま
す
。

↑小型動力ポンプ付軽積載車を使用した消防訓練

↑配備された小型動力ポンプ付軽積載車と
　完成した消防団器具置場 (詰所 )

配
備
さ
れ
た
設
備
等
を
活
用
し
、

美
し
野
区
は
も
と
よ
り
地
域
の
安

全
・
安
心
の
た
め
に
引
き
続
き
ご

尽
力
い
た
だ
き
た
い｣

と
消
防
団

員
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
小
型
動
力

ポ
ン
プ
付
軽
積
載
車
を
使
用
し
た

消
防
訓
練
が
行
わ
れ
、
消
防
団
員

は
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し

て
い
ま
し
た
。

自分たちが守る
第2分団第9部の皆さん

美
浜
消
防
団
第
2
分
団
第
9
部(

美
し
野)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
消
防
力
を
充
実
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↓美浜町公設塾放課後教室サンの子どもたちによるサンマーケット

3月16日と17日に、美浜駅つながるフェスタが JR
美浜駅とはまびよりで開催されました。
　この催しは、JR小浜線の利用促進や北陸新幹線敦賀
開業等を記念して行われたものです。
当日は、放課後教室サンの子どもたちによる出店や、

北海道物産フェア、ガチャガチャで行き先を決める小浜
線ガチャ旅等が催され、会場は大いに賑わっていました。

行こうよ！おいでよ！

美浜駅つながるフェスタ

↓電池推進遊覧船 ｢Coot｣ から黄金の鍵の投湖を行う戸嶋町長 (左 )

三方五湖開き三方五湖開き
今年も観光シーズンがやってきた

　4月 6日に、三方五湖開きがレインボーライン山頂公園
と美浜町レイクセンターで行われました。
神事には、美浜 ･ 若狭両町長が出席し、レインボーラ

イン山頂公園では ｢ かわらけ投げ ｣ が、美浜町レイクセ
ンターでは ｢黄金の鍵と花束の投湖 ｣が行われ、観光シー
ズンを迎える美浜・若狭両町の 1年の賑わいと安全を祈
願しました。 ↑かわらけ投げを行う戸嶋町長 (右 )

↓道の駅若狭美浜はまびよりに設置された『ポケふた』

3月 14日に、ポケモンがデザインされたマンホール
『ポケふた』がはまびよりの敷地内に設置されました。
このマンホールの蓋は、ポケモンをプロデュースしてい
る㈱ポケモンが、日本各地の魅力を発信すること等を目
的に寄贈しているもので、県内6市町に設置されました。
　『ポケふた』は、直径63㎝でふくい応援ポケモンの
カイリュー等がデザインされています。

はまびよりに新たなスポット

『ポケふた』設置『ポケふた』設置

↓�新鮮な鮮魚を買い求める来場者たち

　3月24日に、地元でとれた新鮮な野菜や魚介類等を
販売する美浜ハートフル朝市がはまびよりで開催されまし
た。
　この朝市は、地元の農家や漁業者等で構成される美浜
ハートフル朝市の会が開催しているもので、当日は100
人を超える人が訪れました。
　朝市は、12月まで毎週日曜日に開催されます。

美浜の旬が集結

美浜ハートフル朝市

↓大型絵本の読み聞かせ

　3月 23日に、こども図書館まつりがなびあすで開催
されました。
　このイベントは、子どもたちに本の楽しさを知っても
らおうと町立図書館が毎年企画しているものです。
　当日は、巻きずしをイメージしたフリスビー作り体験
やパネルシアター等が行われ、来場者は本と触れ合う
時間を楽しんでいました。

物語の世界へようこそ

こども図書館まつりこども図書館まつり

↓来場者の目の前でカフェラテを入れる田中さん

　3月23日に、｢コーヒーとサンド｣が道の駅若狭美浜
はまびよりで開催されました。
　当日は、ラテアートの世界大会で優勝経験のある田中
大介さんが世界一に輝いたカフェラテを提供した他、町
内外のお店のコーヒー飲み比べ等が行われました。
　この日は、イチゴのプレゼント等が催された ｢ベリび
より｣も開催され、会場は多くの人で賑わっていました。

世界一のカフェラテを堪能

コーヒーとサンドコーヒーとサンド

↓�芝生の苗を植える参加者たち

3 月 24 日に北西郷公民館で、30日に総合運動公
園で芝生の苗植え作業が行われました。
　この作業は、町のすまいるコミュニティ事業の一環と
してボランティアを募集して行われたものです。
　ボランティアによって芝生の苗を植えたのは、北西
郷公民館が約4,000㎡、総合運動公園が約5,000㎡
で、夏以降に全面が芝生になる予定です。

運動公園を地域の憩いの場として

みんなで創る憩いの芝生広場
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↓意見交換をする参加者たち

　3月29日、30日に、美浜エネルギーキャンプ2024がき
いぱす等町内で開催されました。
　この催しは、エネルギーの探究学習に取り組む全国の
高校生等を対象に、エネルギー環境の理解促進を目的と
して、町と福井南高等学校が共催で実施したものです。
　参加者22人は、電池推進遊覧船等の体験や意見交換
等を通じて、エネルギーへの理解を深めていました。

エネルギーの町で学ぶ

美浜エネルギーキャンプ 2024

↓模擬火点に放水を行う消防職員

4 月 10 日に、林野火災防御訓練が芳春寺 ( 佐田 )
において行われました。
　この訓練は、林野火災時に使用する資機材の取扱習熟
及び火災防御技術の向上を図ることを目的に美浜消防署
が行ったものです。
　訓練に参加した消防署員は、消火手順を確認しながら円
滑に消火訓練を行っていました。

有事の際に対処する

林野火災防御訓練

↓健康づくり実践表彰�企業の部で最優秀賞を受賞した
　㈱美浜モーターサービスセンター備前淳代表取締役 (中央 )

3 月 24日に、健康づくりフォーラムがはあとぴあ
で開催されました。
　この催しは、食生活の改善等による健康づくりの普及
のため、町と健康づくり推進協議会が開催したものです。
　当日は、健康づくり実践団体の表彰やヘルシーおや
つの試食会等が行われ、参加者約 100人は健康づく
りについて理解を深めていました。

広げよう！健康づくり

健康づくりフォーラム健康づくりフォーラム

第19回第19回
全国中学校選抜ローイング大会全国中学校選抜ローイング大会

全国から選ばれた96人が力漕 　3月16日と17日に、第19回全国中学校選抜ロー
イング大会が県立久々子湖ボートコースで行われま
した。
　本大会には、全国から96人の中学生が参加し、
シングルスカルでタイムを競い合いました。
　大会結果は次のとおりです。

↓力強く艇を漕ぐ選手たち↓選手宣誓を行う美浜中学校�金森有咲さん(左 )と志賀奎太さん(右 )

男　子　の　部 女　子　の　部

優�勝 仲倉　準翔　(鳥取ジュニアRC) 今井　美緒　(鳥取ジュニアRC)

2�位 和多田　海吏　(美浜中学校) 藤庭　楓菜　(琵琶湖漕艇場BRC)

3�位 田邊　湊一　(清風中学校) 小村　帆乃海　(ぎふジュニアボートクラブ)

4�位 川上　亮太　(福山ボートクラブ) 眞部　碧葉　(あいづローイング)

5�位 廣野　航平　(大沢野中学校) 金森　有咲　(美浜中学校)

6�位 中嶋　文稔　(ぎふジュニアボートクラブ) 加藤　沙理衣　(入野中学校)

7�位 吉池　奨　(琵琶湖漕艇場BRC) 吉田　さくら　晴蘭　(大分県Jrローイングクラブ)

8�位 澄川　佳汰　(鳥取ジュニアRC) 槇本　唯　(米子漕艇クラブ)

【大会結果 (敬称略 )】

↓加藤教育長(左)に目録を贈呈する堀社長(右)

町内の小学校新1年生へ

3月 18 日に、 福井エフエム放送 ( 株 ) の堀謙社長が
町役場に来庁され、キッズ用防犯ブザーの贈呈を行いま
した。
　防犯ブザーの贈呈は、平成15年から毎年行われており、
今年は町内の小学校の新1年生 61人に贈られました。
　堀社長は ｢ 子どもたちの安全安心のため、この防犯ブ
ザーを役立ててもらいたい ｣と話されていました。

キッズ用防犯ブザー贈呈

↓北陸新幹線と記念撮影をする参加者たち

　3月 23 日に、北陸新幹線探検ツアーが JR 敦賀駅等で
開催されました。
　このツアーは、北陸新幹線敦賀開業記念及び小浜線の利
用促進を目的に町が企画したもので、町内の親子 65人が
午前と午後に分かれて参加しました。
　参加者は、美浜駅から電車に乗り、初めて乗る小浜線や
北陸新幹線を見て感動する等、ツアーを満喫していました。

小浜線に乗って新幹線を見学

北陸新幹線探検ツアー

↓戸嶋町長に受賞を報告した太田 enjoy 農楽舎の山路代表 (右 )

4 月 4日に、第 35回全国そば優良生産表彰の受賞
報告会が町役場で行われました。
　この表彰は、( 一社 ) 日本蕎麦協会が日本各地の模
範となる生産者を表彰するもので、太田 enjoy 農楽舎
が同協会会長賞を受賞しました。
　山路俊彦代表は「幅広い世代が地域ぐるみで活動し
ていることが評価された」と喜びを報告していました。

太田 enjoy 農楽舎

日本蕎麦協会会長賞を受賞日本蕎麦協会会長賞を受賞
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美浜町のニュース

MIHAMA NEWS

美浜町第9期介護保険事業計画及び
高齢者福祉計画を策定

■ お問い合わせ先
　町健康福祉課(担当･中西)
　☎32‐6704
　町住民環境課(担当･浜野祥子)
　☎32‐6703

■ お問い合わせ先
　町健康福祉課(担当･山本)
　☎32‐6704

第4期美浜町健康づくり計画及び
第2期美浜町国民健康保険保健事業実施計画を策定

　
　
　

で
は
、こ
の
ほ
ど
、第
9
期

　
　
　

介
護
保
険
事
業
計
画
及
び

高
齢
者
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。

　

介
護
保
険
事
業
計
画
は
、介
護

保
険
法
に
基
づ
き
、介
護
保
険
事
業

の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
に
定

め
た
計
画
で
、高
齢
者
福
祉
計
画

は
、老
人
福
祉
法
に
基
づ
き
、老
人

福
祉
事
業
の
目
標
を
定
め
た
計
画

で
す
。

　

本
町
で
は
、こ
れ
ら
の
計
画
を
一

体
的
に
策
定
す
る
こ
と
で
、介
護
保

険
及
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的

に
展
開
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

第
9
期
計
画
で
は
、高
齢
者
を

取
り
巻
く
社
会
情
勢
の
変
化
や
諸

課
題
に
対
応
す
る
た
め
、本
町
に
お

け
る
高
齢
者
施
策
及
び
介
護
保
険

事
業
の
取
り
組
む
べ
き
事
項
を
整

理
し
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

更
な
る
深
化
・
推
進
に
取
り
組
む
こ

と
で
、地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

計
画
の
策
定
に
は
、学
識
経
験
者

や
保
健
医
療
・
福
祉
関
係
者
等
で

構
成
さ
れ
る「
美
浜
町
介
護
保
険

運
営
協
議
会
」に
お
い
て
審
議
を
行

い
幅
広
い
意
見
を
反
映
す
る
と
と

も
に
、高
齢
者
の
現
状
や
地
域
の
実

態
等
を
把
握
す
る
た
め
ア
ン
ケ
ー

ト
及
び
聞
き
取
り
に
よ
る
実
態
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

計
画
期
間
は
、令
和
6
年
度
か

ら
令
和
8
年
度
の
3
カ
年
で
次
の

基
本
理
念
の
も
と
、3
つ
の
基
本
目

標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

町

　
　
　

で
は
、
こ
の
ほ
ど
、
第
4

　
　
　

期
美
浜
町
健
康
づ
く
り
計

画｢

健
康
み
は
ま
21｣

及
び
第
2
期

美
浜
町
国
民
健
康
保
険
保
健
事
業

実
施
計
画(

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画)

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

健
康
み
は
ま
21
は
、
町
の
健
康

課
題
で
あ
る
心
臓
病
や
脳
血
管
疾

患
等
の
循
環
器
疾
患
を
予
防
す
る

た
め
、
減
塩
と
減
量
を
2
本
柱
と

す
る
健
康
づ
く
り
運
動
を
強
化
し

て
推
進
す
る
も
の
で
、
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
は
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
の
健
康
保
持
と
増
進
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
策
定
し
た
健
康
み
は
ま
21

は
、
こ
れ
ま
で
の
健
康
づ
く
り
運

動｢

げ
ん
げ
ん
歩
楽
寿｣

を｢

げ
ん

げ
ん
運
動
プ
ラ
ス
Ｕ
Ｐ｣

に
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
、
糖
質
の
適
正

摂
取
を
切
り
口
に
減
量
対
策
を
強

化
し
ま
し
た
。

町

　

ま
た
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画

は
、
生
活
習
慣
病
の
重
症
化
予
防

や
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
全
体

の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て
次
の

取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

■ お問い合わせ先
　町健康福祉課(担当･津原)
　☎32‐6704

■ お問い合わせ先
　町観光誘客課(担当･武田)
　☎32‐6705電池推進遊覧船とエネルギー供給システムが特別賞を受賞

日本ボート・オブ・ザ・イヤー2023

美浜町障がい者基本計画

第7期障がい者福祉計画及び第3期障がい児福祉計画を策定

で
日
本
ボ
ー
ト
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ

ヤ
ー
２
０
２
３
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
ボ
ー
ト
等
の
開

発
・
製
造
事
業
者
を
称
え
る
こ
と

に
よ
り
、
性
能
・
品
質
・
安
全
の

向
上
を
促
し
、
地
球
環
境
保
護
や

水
上
安
全
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的

に
、
日
本
ボ
ー
ト
・
オ
ブ
・
ザ
・

イ
ヤ
ー
２
０
２
３
実
行
委
員
会

（
一
般
社
団
法
人
日
本
マ
リ
ン
事

業
協
会
内
）
が
毎
年
開
催
し
て
い

3

ま
す
。

　

今
回
の
表
彰
で
は
、
本
町
が
国

立
大
学
法
人
東
京
海
洋
大
学
と
と

も
に
共
同
研
究
に
よ
り
開
発
し
た

電
池
推
進
遊
覧
船
と
、
発
着
施
設

で
あ
る
美
浜
町
レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー

に
導
入
し
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
電
力
の
み
で
船
を
運

航
さ
せ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
シ
ス

テ
ム
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、

特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
に
は
、
戸
嶋
町
長
と
東

京
海
洋
大
学
の
大
出
特
任
教
授
が

出
席
。
戸
嶋
町
長
は
、
「
北
陸
新

幹
線
敦
賀
開
業
等
を
見
据
え
、

三
方
五
湖
観
光
の
目
玉
と

し
て
進
め
て
き
た
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
、
こ
の
よ
う

な
名
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ

き
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て

い
る
。
美
浜
に
は
、
秘
密

に
し
た
く
な
る
よ
う
な
す

ば
ら
し
い
景
色
が
あ
る
。

国
内
外
問
わ
ず
、
多
く
の

人
た
ち
に
訪
れ
て
い
た
だ

き
、
美
浜
の
魅
力
を
体
感

し
て
ほ
し
い
。
」
と
述
べ

て
い
ま
し
た
。

月
21
日
に
、
神
奈
川
県
横

浜
市
の
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

↓表彰式で挨拶する戸嶋町長

第
7
期
障
が
い
者
福
祉
計
画
及
び

第
3
期
障
が
い
児
福
祉
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
は
、
本
町
に
お
け
る
障

が
い
者
福
祉
施
策
の
中
核
を
な
す

計
画
で
、
こ
の
計
画
に
基
づ
い
て

各
施
策
を
進
め
、
障
が
い
の
有
無

に
関
係
な
く
誰
も
が
相
互
に
人
格

と
個
性
を
尊
重
し
、
支
え
合
う
社

会
の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

本
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
学
識
経
験
者
や
福
祉
団
体
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
関
係

機
関
等
で
構
成
す
る
「
美
浜
町
障

害
者
基
本
計
画
等
策
定
委
員
会
」

に
お
い
て
審
議
を
行
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
視
点
か
ら
内
容
を
検
討
す
る

と
と
も
に
、
当
事
者
の
ニ
ー
ズ
や

意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
障
が

い
者
及
び
障
が
い
児
を
対
象
と
し

て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。　

町

　

計
画
期
間
は
、
障
が
い
者
基
本

計
画
が
令
和
6
年
度
か
ら
11
年
度

の
6
カ
年
、
第
7
期
障
が
い
者
福

祉
計
画
及
び
第
3
期
障
が
い
児
福

祉
計
画
は
、令
和
6
年
度
か
ら
8

年
度
の
3
カ
年
で
、｢

障
が
い
の

あ
る
人
も
な
い
人
も
、
一
人
ひ
と

り
が
尊
重
さ
れ
る
ぬ
く
も
り
の
あ

る
・
こ
こ
ろ
美
し
美
浜
の
実
現｣

を
基
本
理
念
に
次
の
4
つ
の
基
本

目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

で
は
、
こ
の
ほ
ど
、
美
浜

町
障
が
い
者
基
本
計
画
・

◎
基
本
目
標

①�

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
つ

く
ろ
う

②�

心
身
と
も
に
健
康
に
い
き
い
き

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
ろ
う

③�

安
心
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
ま
ち
を
つ
く
ろ
う

　

今
後
、
町
で
は
高
齢
者
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
の
基
礎
作
り
を

行
い
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
と
も
に

支
え
合
い
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

◎
健
康
増
進
の
取
り
組
み

　

①�

自
分
の
健
康
に
関
心
を
持
て

る
環
境
整
備

　

②�

げ
ん
げ
ん
運
動
プ
ラ
ス
Ｕ
Ｐ

の
推
進

　

③
禁
煙
対
策

　

④
重
複
・
多
剤
の
取
り
組
み

◎
生
活
習
慣
病
の
重
症
化
予
防
の

　

取
り
組
み

　

①
糖
尿
病
性
腎
症

　

②
肥
満
・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

　
　

ド
ロ
ー
ム

　

③
虚
血
性
心
疾
患

　

④
脳
血
管
疾
患

　

今
後
、
町
で
は
、
当
計
画
に
基

づ
き｢

健
や
か
で
ぬ
く
も
り
の
あ

る 

ま
ち｣

を
目
指
し
て
健
康
づ
く

り
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

◎
基
本
目
標

　

①
と
も
に
生
き
る
ま
ち

　

②
適
切
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る

　
　

ま
ち

　

③
安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち

　

④
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
ま
ち

　

町
で
は
、
本
計
画
に
基
づ
き
、

障
が
い
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
啓

発
に
加
え
、
障
が
い
者
の
意
思
疎

通
支
援
等
に
よ
り
、
地
域
で
支
え

合
う
意
識
と
体
制
づ
く
り
を
進

め
、
障
が
い
者
の
特
性
を
踏
ま
え

た
多
様
な
支
援
を
提
供
で
き
る
体

制
を
確
保
す
る
こ
と
、
あ
ら
ゆ
る

場
面
や
分
野
に
お
い
て
障
が
い
者

が
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
い
き
い

き
と
生
き
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

↑美浜町障がい者基本計画・
　第7期障がい者福祉計画及
　び第3期障がい児福祉計画
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県

立地市町

関西電力㈱
　　
　　
　　

国

美浜発電所の状況について美浜発電所の状況について

美浜1号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜2号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜3号機 運転中(令和6年2月14日～)

使
用
済
燃
料
乾
式
貯
蔵
施
設
設
置
計
画
に
つ
い
て

2
月
8
日
に
、
町
は
関
西
電
力

㈱
か
ら
、
使
用
済
燃
料
対
策
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ(

※)

の
中
で
検
討
を

進
め
る
と
さ
れ
た
使
用
済
燃
料
乾

式
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て｢

原
子
力

発
電
所
周
辺
環
境
の
安
全
確
保
等

に
関
す
る
協
定
書｣

第
3
条
第
2

項
に
基
づ
く
、
使
用
済
燃
料
乾
式

貯
蔵
施
設
の
設
置
計
画
に
係
る
事

前
了
解
願
い
の
提
出
を
受
け
ま
し

た
。(
広
報
み
は
ま
令
和
6
年
3

月
号
で
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。）

　

こ
れ
を
受
け
、
町
は
、
事
前
了

解
願
い
に
つ
い
て｢

安
全
安
心
の

最
大
限
の
確
保｣｢

住
民
の
理
解
と

協
力
、
信
頼
関
係｣｢

地
域
振
興｣

等
の
観
点
か
ら
、
関
西
電
力
㈱
の

説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
住
民

説
明
の
状
況
や
議
会
、
町
民
の
意

向
等
を
確
認
し
て
き
ま
し
た
。

◎
確
認
し
た
事
項

①
安
全
安
心
の
最
大
限
の
確
保

　

使
用
済
燃
料
乾
式
貯
蔵
施
設
や

輸
送
・
貯
蔵
兼
用
キ
ャ
ス
ク
自
体

は
概
念
的
な
段
階
で
あ
る
が
、
安

全
性
に
つ
い
て
一
定
の
評
価
が
で

き
る
。

②
住
民
理
解
と
協
力
、
信
頼
関
係

　

関
西
電
力
㈱
の
理
解
活
動
が

わ
か
り
や
す
く
、
総
じ
て
安
全

性
に
対
す
る
住
民
理
解
が
進
ん

で
い
る
。

③
地
域
振
興

　

町
が
求
め
て
き
た
地
域
振
興
へ

の
協
力
に
つ
い
て
、
関
西
電
力
㈱

と
の
協
議
を
重
ね
、
町
の
要
請
事

項
の
実
現
に
向
け
た
方
向
性
が
確

認
で
き
た
。

※
関
西
電
力
㈱
は
、
使
用
済
燃
料
対
策

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
令
和
5
年
10
月
に

策
定
し
、
使
用
済
燃
料
の
県
外
搬
出

を
着
実
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
総
合
的
に
判

断
し
、3
月
14
日
に
戸
嶋
町
長
は
、

高
浜
町
長
・
お
お
い
町
長
と
と
も

に
県
の
中
村
副
知
事
と
面
談
し
、

次
の
事
項
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
、
第
1
段
階
の
、
関

西
電
力
㈱
が
国
へ
原
子
炉
設
置
変↑�西村副町長 (右 ) と関西電力㈱鶴美浜発電所長 (左奥 ) の面談

事前了解
願い

県議会・町議会・県原子力
環境安全管理協議会・県原
子力安全専門委員会�等

原子力規制委員会

審査

原子炉設置
変更許可
申請

許可

事前
了解

審査

設置許可
工事計画
認可申請

認可
工事
着手

提出

検討
県議会・町議会・県原子力
環境安全管理協議会・県原
子力安全専門委員会�等

●事前了解願いから工事着手までの流れ

◆
関
西
電
力
㈱
に
よ
る
町
民
の
安

全
性
に
対
す
る
よ
り
深
い
浸
透

を
図
る
た
め
の
継
続
的
な
理
解

活
動

◆
関
西
電
力
㈱
の
町
民
目
線
に
よ

る
誠
意
あ
る
地
域
振
興
へ
の
取

り
組
み

◆
当
該
施
設
の
計
画
的
な
運
用
が

担
保
さ
れ
る
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

着
実
な
履
行

◆
設
置
変
更
許
可
等
に
係
る
原
子

力
規
制
委
員
会
の
厳
格
な
安
全

審
査

↑�中村副知事 (左 )と面談する戸嶋町長 (手前 )

3
月
15
日
に
、
西
村
副
町
長

は
関
西
電
力
㈱
の
鶴
美
浜
発
電

所
長
と
面
談
し
、
事
前
了
解
願

い
に
係
る
国
へ
の
原
子
炉
設
置

変
更
許
可
申
請
を
行
う
こ
と
の

了
承
を
伝
達
し
ま
し
た
。

　

町
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
町

民
へ
の
継
続
的
な
理
解
活
動
及
び

町
民
目
線
の
地
域
振
興
に
真
摯
に

取
り
組
む
よ
う
求
め
る
と
と
も

に
、
今
後
の
使
用
済
燃
料
対
策

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
進
捗
及
び
国
の

安
全
審
査
の
状
況
等
を
確
認
し
て

い
き
ま
す
。

◎
申
請
了
承
の
前
提

受理
【2 月 8 日】

検討【～ 3 月 14 日】
申請了承

【3 月 15 日】

原子力規制委員会

　
　
　
　
　
関
西
電
力
㈱
が
国
へ
原
子
炉
設
置
変
更
許
可
申
請
を
行
う
こ
と
を
了
承
し
ま
し
た

更
許
可
申
請
を
行
う
こ
と
を
了
承

す
る
意
向
を
伝
え
ま
し
た
。

第 1 段階 第 2 段階

完了

今後の予定

現時点

※安全審査の手続き
　を進める了承

※工事の手続き
　を進める了解

町の判断① 町の判断②
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町内河川の水位データ等を
公開しています

※お問い合わせ先　　町エネルギー政策課 危機管理対策室 ( 担当・橋本 ) ☎ 32‐6716

町では、台風や大雨等により、自然災害が発生する恐れがある場合、避難指示等の判断基準

の1つとして、耳川水系の観測水位を分析し、避難指示等発令の判断を行っています。

　また、耳川以外の中小河川の水位の把握は、町職員のパトロールや住民からの通報により行っ

ていますが、氾濫の危険がある河川に近付くことによる2次被害のリスクやリアルタイムでの

情報収集に課題がありました。

　こうした課題を解決するため、町内で特に水位の変化が大きい河川8カ所に水位計と監視カ

メラを設置し、そのデータを公開することで、安全確保に取り組むとともに、避難指示等の判

断材料となる河川水位のデータを迅速かつリアルタイムで収集し、安全安心な生活環境の充実

を図りました。

■ 水位計設置場所

河川名 設置場所

1 阿弥陀川 美浜町丹生

2 丹生大川 美浜町丹生

3 越地川 美浜町菅浜

4 金瀬川 美浜町佐田

5 佐柿区内河川 美浜町佐柿

6 麻生川支流 美浜町麻生

7 五十谷川 美浜町五十谷

8 奥谷川 美浜町新庄

■ Web ページ

↑Webページ
　はこちら

　平常時、水位データと写真は

1時間間隔で更新・公開されて

います。

　水位が観測開始水位を越えた

場合、水位データと写真は 10

分間隔で更新・公開されます。

https://mihama.ci ty-web-

service.jp

〒 919-1192　美浜町郷市25-25

�☎　0770-32-1111( 代表 )

FAX　0770-32-1115( 代表 )

HP����https://www.town.fukui-

������mihama.lg.jp/

情報BOX
Mihama Information 

美浜町役場

Mihama　Information

お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
身
体
障
が
い
者
の
方
等
に
対

し
、
軽
自
動
車
税(

種
別
割)

の
減
免
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

・
障
が
い
者
が
所
有
す
る
車
両

・
18
歳
未
満
の
障
が
い
者
の
た
め
に
、
生
計

  

を
一
に
す
る
者
が
所
有
し
運
転
す
る
車
両

・
そ
の
構
造
が
専
ら
障
が
い
者
等
の
利
用
に

  

供
す
る
た
め
の
車
両(

車
椅
子
移
動
車
等)

軽
自
動
車
税(

種
別
割)

の

減
免
申
請
に
つ
い
て

●

該
当
車
両

※
軽
自
動
車･

普
通
車
合
わ
せ
て
1
人
1
台
の

み
対
象
の
た
め
、
普
通
車
や
別
の
軽
自
動
車

で
、
す
で
に
減
免
を
受
け
て
い
る
方
は
減
免

を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
減
免
の
対
象
と
な
る
障
が
い
者
の
等
級
に
は

決
ま
り
が
あ
り
ま
す
。

●

申
請
に
必
要
な
も
の

①
納
税
通
知
書
②
車
検
証
③
運
転
免
許
証

④
身
体
障
害
者
手
帳
等

●

申
請
期
限　

5
月
24
日(

金)

ま
で

　
　
町
税
務
課(

担
当･

村
井)

☎
32
︲
６
７
０
２

問※
軽
自
動
車
税(

種
別
割)

の
納
期
限
7
日
前
ま
で

※
納
税
通
知
書
は
5
月
中
旬
発
送
予
定

●

対
象
者

　

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
ま
た
は
町

　
　

内
に
主
た
る
事
務
所
を
有
す
る
団
体

　

②
協
力
病
院
に
お
い
て
不
妊
手
術
を
実

　
　

施
し
よ
う
と
す
る
方

　

③
町
税
の
滞
納
が
な
い
方

　

町
内
に
生
息
す
る
飼
い
主
の
い
な
い
猫

ま
た
は
飼
い
主
が
不
明
な
猫
の
繁
殖
を
制

限
し
、
野
良
猫
に
よ
る
住
民
の
環
境
被
害

の
改
善
を
目
的
に
、
野
良
猫
の
不
妊
手
術

費
用
を
助
成
し
ま
す
。

●

対
象
事
業

次
に
掲
げ
る
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
こ
と

　

①
不
妊
手
術
を
協
力
病
院
で
実
施
し
、

識
別
処
置
を
行
う
こ
と

　

②
野
良
猫
を
捕
獲
し
た
場
所
の
区
長
、

自
治
会
長
ま
た
は
近
隣
住
民
に
よ
り
、

野
良
猫
の
確
認
が
で
き
る
こ
と

野
良
猫
の
不
妊
手
術
費
用
を

助
成
し
ま
す

　
　
町
住
民
環
境
課(

担
当･

田
辺
憲
虎
）

☎
32
︲
６
７
０
３

問 ●

対
象
経
費

同
一
年
度
内
で
、
個
人
は
1
世
帯
あ
た

り
5
匹
、
団
体
は
1
団
体
あ
た
り
5
匹
を

限
度
に
去
勢
手
術
及
び
避
妊
手
術
に
要
す

る
経
費
を
対
象
と
す
る
。

●

助
成
金
額

去
勢
手
術
に
要
す
る
経
費(

オ
ス)

　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
,
０
０
０
円
／
匹

　

避
妊
手
術
に
要
す
る
経
費(

メ
ス)

　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
,
０
０
０
円
／
匹

令
和
6
年
度
は

固
定
資
産
評
価
替
え
の
年
度
で
す

　

固
定
資
産
税
は
、
資
産
価
格
の
変
動
に

対
応
す
る
た
め
3
年
ご
と
に
評
価
替
え
を

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
土
地
の
評
価
替
え
に
つ
い
て

　

土
地
の
評
価
は
、
道
路
や
宅
地
の
利
用

状
況
等
か
ら
み
て
お
お
む
ね
そ
の
状
況
が

類
似
し
て
い
る
地
区(

状
況
類
似
地
区)

を
設
定
し
、
不
動
産
鑑
定
に
よ
る
価
格
等

を
も
と
に
評
価
額
を
決
定
し
ま
す
。

　

今
回
の
評
価
替
え
で
は
、
令
和
5
年
1

月
1
日
の
地
価
公
示
価
格
等
を
活
用
し
て

価
格
を
求
め
、評
価
額
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

○
家
屋
の
評
価
替
え
に
つ
い
て

　

家
屋
の
評
価
は
、
評
価
の
時
点
に
お
い

て
、
対
象
の
家
屋
と
同
一
の
家
屋
を
同
じ

場
所
に
新
築
し
た
場
合
に
必
要
と
さ
れ
る

建
築
費
を
算
出
し
、
家
屋
の
経
過
年
数
に

よ
る
減
点
補
正
等
を
行
い
、
評
価
額
を
決

定
し
て
い
ま
す
。

4
月
1
日(

月)

~
5
月
31
日(

金)

　

午
前
8
時
30
分
~
午
後
5
時
15
分

●

縦
覧
期
間

※
土
日
、
祝
日
を
除
く

町
税
務
課

●

縦
覧
場
所

　

土
地
ま
た
は
家
屋
の
納
税
者
の
方
は
、

令
和
6
年
度
の
固
定
資
産
税
に
関
す
る
内

容
を
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
と
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
で
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

　
　
町
税
務
課(

担
当･

山
口
／
和
多
田
）

☎
32
︲
６
７
０
２

問

無
料

●

手
数
料

　

本
人
確
認
書
類(

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
等)

を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●

そ
の
他

マ
イ
ナ
保
険
証
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　
町
住
民
環
境
課(

担
当･

浜
野
祥
子)

☎
32
︲
６
７
０
３

問
12
月
2
日
か
ら
、
現
行
の
保
険
証
は
発

行
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
使
用
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

●

メ
リ
ッ
ト

①
医
療
費
を
20
円
節
約
で
き
る

②
よ
り
良
い
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

③
手
続
き
な
し
で
高
額
医
療
の
限
度
額
を

超
え
る
支
払
い
が
免
除
さ
れ
る

●

使
用
方
法(

受
診
の
際
は
毎
回
必
要)

①
病
院
に
来
院
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
置
く

②
顔
認
証
ま
た
は
4
桁
の
暗
証
番
号
を
入

力
し
、
本
人
確
認
を
行
う

③
診
療
・
服
薬
・
健
診
情
報
の
利
用
に
つ

い
て
確
認

④
受
付
完
了

↓URLはこちら

↑水位計設置場所

1
2

3

4

5

6

7

8
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※お問い合わせ先　　町住民環境課 ( 担当・田辺憲虎 ) ☎ 32‐6703

　令和6年度の狂犬病の予防集合注射を次の日程
で行います。犬を飼っている方は、「狂犬病の予防
注射」を最寄りの会場で受けてください。
　当日都合の悪い方は、年度内に動物病院で狂犬
病予防注射を必ず受けてください。狂犬病予防注
射は、法律により 1年に 1回接種しなければな
りません。
　飼い犬の登録をしていない方は、集合注射会場
または町住民環境課、動物病院で飼い犬の登録を
してください。登録は、生涯に１度ですので、既
に登録済みの方は予防注射のみ受けてください。
　また、飼い犬が死亡したり、飼い主や住所等に
変更があった場合は、町住民環境課に届け出をお
願いします。

会　場 時　間

すがはま生協 �9:30�～�9:37

北田集落センター �9:45�～�9:50

佐田公民館 ��9:55�～10:05

農村婦人の家(山上) 10:10�～10:17

坂尻消防小屋前 ��10:25�～10:30

安江集会所 10:40�～10:45

新庄山村開発センター 10:55�～11:05

上野生活改善センター 11:15�～11:25

木野担い手センター 11:35�～11:42

町役場前 13:10�～13:30

大藪生活改善センター 13:45�～13:50�

日向バス停 14:00�～14:13

久々子生活改善センター 14:27�～14:35

体育センター(久々子) 14:45�～14:55

区　分 料　金

犬の登録手数料 3,000円

予防注射料金 2,750円

注射済票交付手数料 550円

合　　計 6,300円

区　分 料　金

予防注射料金 2,750円

注射済票交付手数料 550円

合　　計 3,300円

■ 接種日時･場所

▼注射のみの場合

▼新規登録の場合

※お釣りがないようご協力をお願いします。

狂犬病予防注射
令和6年度

の日程をお知らせします

※�会場には、予定時間より早めにお集まりいただ
くようお願いします。

5月14日(火)

※お問い合わせ先 町エネルギー政策課 危機管理対策室(担当・橋本) ☎32‐6716

実 施 日 時 情報伝達手段 放 送 内 容

5月22日(水)

午前11時頃
屋外スピーカー

防災情報伝達システムを用いた全国一斉の

注)当日は、美浜町以外の地域でも、全国一斉に伝達試験が実施されます。

緊 急 情 報 の 伝 達 試 験 を 実 施 し ま す

<国民保護サイレン>

｢これは、Jアラートのテストです。｣　(3回)

こちらは、防災美浜町です。

※お問い合わせ先　 町住民環境課 ( 担当 ･ 浜野利彦 )　☎ 32‐6703

連休中のごみ収集･受け入れのお知らせ

ごみ収集 敦賀市清掃センターへの持ち込み

5
月

1日(水)

通常どおり収集 午前8時30分～午後4時30分

2日(木)

3日(金)

× ×4日(土)

5日(日)

6日(月) 通常どおり収集 午前8時30分～正午

7日(火) 通常どおり収集 午前8時30分～午後4時30分

■�敦賀市清掃センターの
　受け入れについて

午前8時 30分～午後4時 30分
◎平日

◎土日祝日
午前8時 30分～正午

※ ��12 月 29日、30日は
　�午前 8時 30分～午後3時

◎休業日
第3日曜日、5月 3日～ 5日、
12月 31日～ 1月 3日

■連休中のごみ収集 ･持ち込み

令和 6 年 美浜町区長名簿
　令和6年の各区長 ･自治会長は、次の方々です。(敬称略 )

行政区名 氏　　名 行政区名 氏　　名 行政区名 氏　　名

早　瀬 山　根　孝　博 和　田 岸　本　知　久 小　倉 山　口　博　孝

笹　田 織　田　健　一 木　野 大　野　克　弥 栄 仲　島　太　一

日　向 高　木　　　正 佐　柿 小　畑　陽　一 坂　尻 田　邉　聖　一

気　山 田　邉　龍　二 麻　生 中　谷　喜　好 山　上 岩　本　孝　司

大　薮 甲　斐　貞　治 中　寺 大　野　弘　義 太　田 田　中　康　浩

金　山 木　村　雅　則 宮　代 藤　長　博　和 佐　田 町　野　幹　雄

久　保 浅　田　和　哉 小三ヶ 武　長　　　等 北　田 鳥　井　安　夫

郷　市 山　本　盛　夫 新　庄 鳥　羽　　　学 菅　浜 藤　田　　　悟

松　原 宮　本　正　紀 野　口 山　本　裕　一 竹　波 山　本　文　昭

久々子 橋　本　均　師 佐　野 大　塩　昌　和 丹　生 納　谷　昇　治

矢　筈 武　田　完　治 上　野 山　野　正　憲 けやき台 八　田　尚　之

河原市 近　藤　喜　義 興道寺 久　保　庄　治 美し野 後　藤　弘　行

南　市 竹　本　三代一 雲　谷 森　田　晃　吉

※お問い合わせ先　 町総務課 ( 担当 ･ 飯田 )　☎ 32‐6700
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■申請方法
1．�申請書に必要事項を記入の上、JR美浜駅窓口にて切符の購入証明印を受けてください。
　��※申請書は美浜駅または町まちづくり推進課で入手できます。
2．証明後20日以内に、申請書をJR美浜駅にご提出ください。
　��※シニア利用者助成は、運転免許証または健康保険証の写しを添付してください。

※お問い合わせ先 町まちづくり推進課(担当･南) 　 ☎32‐6701

町ホームページ

ＪＲ小浜線利用促進助成をご利用ください

助成事業名 対象者 助成額 限度額

団体旅行助成
(8人以上で構成する団体が、同じ
行程をもとに鉄道を利用した普通
団体旅行)

・町内に住所を有する者
団体割引後

運賃の5分の1

1人あたり

片道400円

学生団体等の助成
・町内の保育園児･小学生･中学生の

　団体(随行者含む)
小浜線区間の

運賃全額
なし

シニア利用者等の助成
・町内に住所を有する満65歳以上

　で、町税等の滞納がない者
　(その他助成との併用不可)

乗車券の

3分の1
1回の購入につき
1,000円/人

　�　町では、JR小浜線の利用促進を図るため、団体旅行を実施された方や

学生、高齢者等に対し、費用助成を実施しています。

■助成内容

募
集･

申
請
等

第
47
回
全
国
育
樹
祭
式
典
行
事
の

公
募
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

第
47
回
全
国
育
樹
祭
参
加
者
申
込

　
　

受
付
デ
ス
ク(

㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ビ
ジ
ネ
ス

　
　
　
　
　
　

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム
内)

☎
03
︲
４
４
４
６
︲
２
４
４
４

問
10
月
20
日
に
、
サ
ン
ド
ー
ム
福
井
で
開

催
す
る｢

第
47
回
全
国
育
樹
祭｣

式
典
行

事
の
公
募
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

福
井
県
出
身
の
俳
優

津
田
寛
治
さ
ん

を
迎
え
、
福
井
の
魅
力
と
森
林
の
大
切
さ

を
伝
え
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●

応
募
期
間

4
月
4
日(

木)

~
6
月
3
日(

月)↑公式Instagram
　はこちら

↑ホームページ
　はこちら

高
等
学
校
等
へ
通
う
生
徒
の

通
学
費
を
助
成
し
ま
す

●

助
成
対
象
要
件

　

通
学
に
要
す
る
定
期
乗
車
券
ま
た
は
回

数
乗
車
券
購
入
費
の
3
分
の
1(

※)

の
額
。

た
だ
し
、1
カ
月
あ
た
り
１
０
,０
０
０
円

(

１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て)

を
上
限
と
す
る
。

※
美
浜
町
母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
受
給
世
帯
、
児
童

扶
養
手
当
受
給
世
帯
及
び
住
民
税
非
課
税
世
帯
は　

2
分
の
1

･

町
内
在
住
で
、
高
等
学
校
ま
た
は
高
等

専
門
学
校
に
在
学
し
て
い
る
生
徒
を
養

育
し
て
い
る
者

･

町
税
等
の
滞
納
が
無
い
こ
と(

世
帯
全
員)

･

同
様
の
制
度
の
補
助
を
他
に
受
け
て
い

な
い
こ
と

●

助
成
金
額

●

助
成
の
対
象
と
な
る
乗
車
券

･

Ｊ
Ｒ
小
浜
線
美
浜
駅
で
購
入
し
た
鉄
道

の
定
期
乗
車
券(

※)･

回
数
乗
車
券

※
美
浜
駅
で
購
入
で
き
な
い
定
期
乗
車
券
等
の
み
他
の

駅
で
購
入
し
た
も
の
を
対
象

　

所
定
の
申
請
用
紙
に
必
要
書
類(

乗
車

券
・
在
学
証
明
書
等)

を
添
え
て
町
教
育

総
務
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
用

紙
及
び
必
要
書
類
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
町
教
育
総
務
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●

申
請
方
法

　

定
期
乗
車
券
の
有
効
期
間
満
了
後
1
カ

月
以
内
ま
た
は
回
数
乗
車
券
使
用
後
１
カ

月
以
内

●

申
請
期
限

　

町
教
育
総
務
課(

担
当･

藤
田)

☎
32
︲
６
７
０
８

問

ひ
と
り
親
家
庭
等
に
お
け
る

子
ど
も
の
習
い
事
を
支
援
し
ま
す

●

補
助
対
象
者

　

・
児
童
扶
養
手
当
ま
た
は
母
子
家
庭
等

　
　

医
療
費
助
成
を
受
給
し
て
い
る
世
帯

　

・
町
民
税
非
課
税
世
帯

　

町
こ
ど
も
未
来
課(

担
当･

兼
延)

☎
32
︲
６
７
１
３

問

　

町
で
は
、
子
ど
も
の
多
様
な
学
び
を
推

進
す
る
た
め
、
子
ど
も
の
興
味
関
心
を
広

げ
、
心
身
の
成
長
の
一
助
と
な
る
学
習
塾
や

習
い
事
に
係
る
費
用
を
一
部
補
助
し
ま
す
。

●

事
業
名

　

ひ
と
り
親
家
庭
等

　
　
　
　

こ
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
事
業

●

金
額

補
助
対
象
経
費
の
全
額(

最
大
12
万
円)

●

対
象
経
費

　

学
習
塾
ま
た
は
習
い
事
に
必
要
と
な
る

費
用
の
う
ち
、
入
会
金
ま
た
は
月
謝

(

中
学
生(

特
別
支
援
学
校
中
学
部)

の

子
ど
も
は
学
習
塾
の
み)

保
育
園
園
庭
開
放
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
子
ど
も
が
伸
び
伸
び
と
遊
べ

る
場
の
提
供
を
目
的
に
、
次
の
と
お
り
町

内
各
保
育
園
の
園
庭
を
開
放
し
ま
す
。

●

開
放
日

5
月
、
6
月
、
9
月
、
10
月

　

み
ず
う
み
保
育
園　

毎
月
第
1
日
曜
日

　

せ
せ
ら
ぎ
保
育
園　

毎
月
第
2
日
曜
日

　

あ
お
な
み
保
育
園　

毎
月
第
3
日
曜
日

●

開
放
時
間

　

午
前
9
時
~
正
午

●

利
用
対
象

　

小
学
生
ま
で
の
児
童(

た
だ
し
、
就
学

前
の
児
童
は
必
ず
保
護
者
同
伴
に
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。)

●

そ
の
他

　

利
用
に
係
る
注
意
事
項
等
に
つ
い
て
は
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

荒
天
が
予
想
さ
れ
る
場
合
や
、
園
行
事

が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
開
放
を
中
止
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

町
こ
ど
も
未
来
課(

担
当･

兼
延)

☎
32
︲
６
７
１
３

問

※お問い合わせ先 町まちづくり推進課 ( 担当・南 ) ☎ 32‐6701

がんばる｢美浜人｣を応援します
　町では、町民一人ひとりの知恵と発想を最大限に生かし、活発なコミュニケーションを
通じて、地域が自立的に個性と魅力のあるまちづくりを行う団体に対して補助を行います。

■対象団体
　町内で活動している、主に町民で構成される団体
※構成員が3人以上で、　2分の 1以上が町民であること

■対象となる事業
　地域の活性化、ブランド力の強化または地域の実情
を踏まえた課題の解決に資するもので、資金の使途が
明確で収支計画を含む事業計画の実効性が高い事業

■補助額
補助対象経費の5分の4以内
※限度額は1団体あたり 40 万円まで

■その他
　申請書類等については、町ホームページをご覧いただ
くか、お問い合わせください。
　また、審査会により採択事業を決定するため、申請を
予定している方は、事業開始の2カ月以上前に町まちづ
くり推進課までご相談ください。

遊 viva 美浜実行委員会

　「自分の好きな仕事や得意なことが将
来の起業や夢のきっかけとなる ｣とい
うことを子どもや子育て世代の方に伝
えたいという思いから、楽しみながら
体験できるイベント「｢Viva 美浜 ｣ を企
画・開催しました。

こども屋台のスーパーボールすくい

■補助金採択団体
令和 5年度に採択された団体の活動
を一部紹介します。

■審査会の時期(予定)
5月、7月、9月

●

対
象
児
童

　

小
学
校(

特
別
支
援
学
校
小
学
部)

4

年
生
か
ら
6
年
生
ま
た
は
中
学
校(

特
別

支
援
学
校
中
学
部
）
に
就
学
す
る
児
童

●

そ
の
他

　

詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

･

路
線
バ
ス
の
定
期
乗
車
券･

回
数
乗
車
券
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ひ
き
こ
も
り
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

検査の種類 募集人数 助成限度額

PET‐CT検査(ほぼ全身のがんの発見に有効) 15人 29,000円

心臓ドック(心筋梗塞等の早期発見に有効) 2人 18,000円

脳ドック(脳梗塞等の早期発見に有効) 5人 16,000円

■助成内容

■申請手続 ①検査を受ける医療･検診機関の検査料金を事前にお調べください。

②保険証を持参し、町健康福祉課窓口で申請書に必要事項をご記入ください。

■助成期限 令和7年2月28日(金)までに請求してください。

・定員に達した時点で、募集を締め切ります。

・�国民健康保険に加入されている方で、脳ドックの助成を受けられる予定の方は、町住民

環境課の脳ドック助成を優先的にご利用ください。(広報みはま�令和6年4月号参照)

■注意事項

■対象者� ・�令和6年度中に、50歳～74歳になる方で、本町に1年以上前から住所を有する方

　(申請日を基準とし、助成金の請求日まで引き続き本町の住民であること)

・各種医療保険の被保険者、被扶養者(医療保険制度の医療保険各法)

・町税等を完納している方(世帯員全員)

・医療･検診機関で受診した検査料金の約3分の1を助成

・検査を複数受診した場合でも、それぞれの検査の助成限度額の範囲内で助成

　(ただし、重複する検査項目分の料金は、助成対象にならない場合があります)

※お問い合わせ先 町健康福祉課 ( 担当・中西 ) ☎ 32‐6704

　(申請日を基準とし、助成金の請求日まで引き続き本町の住民であること)

PET‐CT検査、心臓･脳ドックの検査費用を助成します

　
　
町
健
康
福
祉
課(

担
当･

中
村
）

☎
32
︲
６
７
０
４

問

　

町
で
は
、
ひ
き
こ
も
り
等
の
悩
み
を
相

談
で
き
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
悩
み

ご
と
や
ち
ょ
っ
と
話
を
聞
い
て
ほ
し
い
こ

と
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
こ
の
場
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●

日　

時

5
月
9
日(

木)

　

①
午
後
1
時
30
分
~
2
時
30
分

　

②
午
後
2
時
30
分
~
3
時
30
分

　

③
午
後
6
時
30
分
~
7
時
30
分

　

④
午
後
7
時
30
分
~
8
時
30
分

●

対　

象

ど
な
た
で
も

●

方　

法

　

①
②
の
時
間
帯
は
県
ひ
き
こ
も
り
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
社
会
福
祉
士
等
、

③
④
の
時
間
帯
は
社
会
福
祉
士
や
保
健
師

等
が
対
応
し
ま
す
。

　

相
談
内
容
等
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
か
の
時
間
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。
な
お
、③
・

④
は
事
前
予
約
の
み
対
応
で
す
。

●

場　

所

は
あ
と
ぴ
あ

　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
相
談
が
可
能

で
す
。

　

・
来
所
に
よ
る
面
談

　

・
電
話

　

・
オ
ン
ラ
イ
ン

●

費　

用

無
料

●

申　

込

　

事
前
予
約
が
必
要
で

す
が
、
空
き
が
あ
れ
ば

当
日
受
付
も
で
き
ま
す
。

●

そ
の
他

↑申込はこちら

イ
ベ
ン
ト･

行
事

5
月
12
日(

日)

　

午
前
9
時
15
分
~
午
後
0
時
30
分

●

交
通
規
制
日
時

●

区
間

第
36
回
美
浜
・
五
木
ひ
ろ
し

　
ふ
る
さ
と
マ
ラ
ソ
ン
開
催
に
伴
う

交
通
規
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
　

美
浜
・
五
木
ひ
ろ
し
ふ
る
さ
と

　
　
　
　

マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　

(

町
教
育
総
務
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室

担
当･

渡
辺)
☎
32
︲
６
７
０
９

問 ・
デ
マ
ン
ド
バ
ス｢

チ
ョ
イ
ソ
コ
み
は
ま｣

　

の
運
行
に
つ
い
て

　

マ
ラ
ソ
ン
に
よ
る
交
通
規
制
の
た
め
、
午

前
9
時
か
ら
午
後
0
時
30
分
の
間
、
佐
田

交
差
点
か
ら
丹
生
の(

交
通
規
制
区
域)

区
域
の
運
行
が
で
き
な
い
た
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

　

他
の
町
内
の
区
域
に
つ
い
て
は
、
通
常
ど

お
り
運
行
い
た
し
ま
す
。

●

そ
の
他

佐
田
交
差
点
~
丹
生

　

・
県
道
竹
波
・
立
石
・
縄
間
線

　

・
県
道
佐
田
・
竹
波
・
敦
賀
線

　

・
町
道
北
田
・
菅
浜
線

　

・
町
道
北
田
線
・
北
田
3
号
線

　

・
町
道
丹
生
線

国
吉
城
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す

5
月
5
日(

日)

午
前
9
時
~
午
後
3
時

●

日　

時

●

場　

所

若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館
、

資
料
館
横
広
場
、
德
賞
寺

●

内　

容

　

福
井
の
伝
統
工
芸
ア
イ
ド
ル｢

さ
く
ら

い
と｣

の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
は
じ
め
、

和
太
鼓
や
オ
カ
リ
ナ
の
演
奏
等
、
各
種
催

し
が
行
わ
れ
ま
す
。
資
料
館
に
は
無
料
で

入
館
で
き
る
ほ
か
、
当
日
限
定
御
城
朱
印

を
販
売
し
ま
す(

1
枚
３
０
０
円
、
1
人

3
枚
ま
で)

。
更
に
、
若
狭
国
吉
城
歴
史

資
料
館
館
長
が
城
跡
を
案
内
・
解
説
す
る

国
吉
城
歴
史
散
策
や
、
館
長
が
出
演
す
る

歴
史
小
噺｢

美
浜
と
軽
井
沢
の
不
思
議
な

ご
縁
~
三
笠
ホ
テ
ル
と
創
業
者
・
山
本
直

良
~｣

も
あ
り
ま
す
。

　
　
国
吉
城
ま
つ
り
実
行
委
員
会

kuniyoshim
atsuri@

gm
ail.com

問若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館
の

　
　
　
　
催
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

○
開
館
15
周
年
記
念

　
　
　
　
　
　
　

御
城
朱
印
の
無
料
配
布

　

若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館
は
、
平
成
21

年
4
月
に
開
館
し
、
今
年
で
開
館
15
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
た
御
城

朱
印
を
、
3
日
間
限
定
で
ご
来
館
さ
れ
た

方
に
配
布
し
ま
す
。

　

当
館
で
は
史
上
初
の
横
書
き
デ
ザ
イ
ン

で
、
背
景
に
歴
史
考
証
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
・
香
川
元
太
郎
先
生
に
よ
る
佐
柿
国

吉
城
推
定
復
元
鳥
瞰
図
を
レ
イ
ア
ウ
ト
し

ま
し
た
。
そ
の
原
案
は
、
昨
年
職
場
体
験

学
習
で
来
館
し
た
中
学
生
が
作
成
し
ま
し

た
。こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

4
月
27
日(

土)

~

　
　
　
　

29
日(

月
・
祝)

●

期　

間

問
　
　

若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　

(

担
当
・
水
野)

☎
32
︲
０
０
５
０

○
北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
記
念
企
画
展

｢

美
浜
と
軽
井
沢
の
不
思
議
な
ご
縁

　
　

~
旧
三
笠
ホ
テ
ル
と
美
浜
の

　
　
　
　
　
　
　

実
業
家
・
山
本
家
~｣

　

北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
開
業
を
記
念
し

て
、
本
町
と
沿
線
の
長
野
県
軽
井
沢
町
と

の
歴
史
が
結
ん
だ
ご
縁
に
つ
い
て
、
軽
井

沢
町
の
国
重
要
文
化
財
・
旧
三
笠
ホ
テ
ル

と
美
浜
町
ゆ
か
り
の
実
業
家
・
山
本
家
と

の
関
わ
り
に
注
目
し
な
が
ら
2
期
に
分
け

て
紹
介
し
ま
す
。

4
月
20
日(

土)

~
10
月
14
日(

月
・
祝)

●

期　

間

※
会
期
中
に
展
示
替
え
を
行
い
ま
す
。

●

費　

用

　

入
館
料　

一
般
:
１
０
０
円

　
　
　
　
　

小
人
:
50
円

　
　
　
　
　

団
体
割
引
:
20
名
以
上

美
浜
町
子
ど
も･

子
育
て

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
催
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

5
月
8
日(

水)

午
前
10
時
30
分
~
11
時

●

日　

時

●

場　

所

子
ど
も
・
子
育
て

　
　
　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

○
に
こ
に
こ
タ
イ
ム

｢

子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー
さ
ん
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遊
ぼ
う
！｣

●

内　

容

親
子
で
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

町
子
ど
も･

子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー(

担
当
・
濵
野)

☎
32
︲
０
１
９
２

問

●

講　

師

重
兼
和
美
氏

(

子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー
・
保
育
士)

●

対　

象

ど
な
た
で
も

教
室･

講
座･

説
明
会
等

5
月
14
日(

火)
午
前
10
時
15
分
~
11
時

●

日　

時

●

場　

所

は
あ
と
ぴ
あ

○
育
児
講
座

｢
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア｣

●

内　

容

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
た
り
楽

器
を
鳴
ら
し
た
り
し
て
親
子
で
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

●

講　

師

村
上
英
治
氏

●

対　

象

町
内
の
在
宅
児
親
子

●

定　

員

20
組

●

申　

込

4
月
22
日(

月)

~

　
　
　
　

5
月
10
日(

金)

5
月
24
日(

金)

午
前
10
時
15
分
~
11
時
15
分

●

日　

時

●

場　

所

は
あ
と
ぴ
あ

○
育
児
講
座

｢

消
防
士
さ
ん
の
お
話｣

●

内　

容

　

子
ど
も
の
急
病
時
や
怪
我
等
の
対
応
に

つ
い
て
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
ょ
う
。

●

講　

師

美
浜
消
防
署
の
救
急
救
命
士

●

対　

象

　

在
宅
児
親
子
ま
た
は
今
後
出
産
予
定
の

　

方
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若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館
で
は
、
現

在｢

北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
記
念
企
画

展
美
浜
と
軽
井
沢
の
不
思
議
な
ご
縁
~

三
笠
ホ
テ
ル
と
美
浜
の
実
業
家
山
本
家

~｣

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

3
月
16
日
、北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
開

業
が
実
現
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
っ
て
、北

陸
地
方
と
沿
線
の
北
関
東
・
甲
信
越
地

方
と
の
交
流
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。開

業
に
先
立
っ
て
、県
は
沿
線
の
長
野
県
軽

井
沢
町
と
令
和
4
年
に｢

相
互
発
展
に
向

け
た
連
携
協
定｣

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

軽
井
沢
は
、
江
戸
時
代
に
中
山
道
の

宿
場
町
と
し
て
繁
栄
し
ま
し
た
が
、
福

井
藩
主
も
参
勤
交
代
で
訪
れ
て
い
ま
し

た
。
明
治
時
代
に
な
る
と
、
外
国
人
や

日
本
の
政
財
界
の
要
人
ら
が
夏
季
の
冷

涼
な
気
候
を
好
ん
で
数
多
く
訪
れ
、
国

際
的
な
避
暑
地
と
し
て
発
展
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
併
せ
て
別
荘
の
建
設
も
盛

ん
に
な
り
ま
し
た
が
、
軽
井
沢
で
日
本

人
初
の
別
荘
を
建
て
た
の
は
、
福
井
城

下(

福
井
市)

生
ま
れ
の
元
海
軍
大
佐
八

田
裕
二
郎
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
ご
縁

も
あ
っ
て
連
携
協
定
が
結
ば
れ
ま
し
た

が
、
実
は
本
町
と
軽
井
沢
町
に
も
歴
史

が
結
ぶ
ご
縁
が
あ
り
ま
す
。

　

明
治
後
期
以
降
、軽
井
沢
で
は
別
荘
と

併
せ
て
西
洋
式
ホ
テ
ル
の
建
設
も
進
み
、

｢

避
暑｣

と
い
う
新
た
な
娯
楽
が
よ
り
普

及
し
て
い
き
ま
し
た
。そ
れ
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
た
の
が
、三
笠
ホ
テ
ル
で
す
。

　

こ
の
ホ
テ
ル
は
設
計
・
施
工
の
す
べ

て
が
日
本
人
に
よ
る
純
西
洋
式
木
造
ホ

テ
ル
で
、
明
治
39
年
に
開
業
し
ま
し

た
。
今
年
、
新
1
万
円
札
の
顔
と
な
る

渋
沢
栄
一
や
作
家
有
島
武
郎
等
の
著
名

人
や
外
国
人
ら
が
数
多
く
利
用
し
た
こ

と
か
ら｢

軽
井
沢
の
鹿
鳴
館｣

と
謳
わ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
創
業
者
は
実
業
家
の
山
本
直な
お
よ
し良

で
、
彼
の
父
は
幕
末
の
佐
柿
に
生
ま
れ

た
実
業
家
・
山
本
直な
お
し
げ成
で
す
。
直
良

は
、
父
直
成
が
軽
井
沢
に
購
入
し
た
土

地
25
万
坪
の
開
発
を
計
画
し
ま
し
た

が
、
そ
の
計
画
の
中
心
が
三
笠
ホ
テ
ル

の
開
業
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
美
浜

ゆ
か
り
の
実
業
家
が
軽
井
沢
の
近
代
化

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
た
の
で
す
。

　

ホ
テ
ル
に
は
、英
国
製
の
浴
室
設
備

や
プ
ー
ル
等
が
あ
り
、直
良
が
奨
励
し

た
三
笠
焼
の
製
作
所
も
置
か
れ
ま
し
た

(｢

敷
島
美
観｣

下)

。営
業
は
昭
和
45
年

ま
で
続
き
、同
55
年
に
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
、同
58
年
に
内
部
の
一
般

公
開
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。な
お
、現
在

保
存
修
理
工
事
が
行
わ
れ
、来
年
夏
頃

ま
で
休
館
中
で
す
。

　

企
画
展
は
前
期
・
後
期
の
2
期
に
分

け
、前
期
は
避
暑
地
軽
井
沢
と
三
笠
ホ
テ

ル
の
歴
史
、後
期
は
美
浜
に
残
る
実
業
家

山
本
一
族
の
足
跡
を
中
心
に
取
り
上
げ

ま
す
。会
期
は
10
月
14
日(

月
・
祝)

ま
で

で
、会
期
中
に
展
示
替
え
を
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
（
若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館
）

↑��修理工事中の旧三笠ホテル
　(2月現在、令和7年初夏公開予定 )

美浜と軽井沢の不思議なご縁
～美浜ゆかりの実業家が　 　　
　　　　　 建てた三笠ホテル～

放 送 局

こやす か

健康 ･福祉 ･子育てに関する健康 ･福祉 ･子育てに関する
情報をお知らせします。情報をお知らせします。

これまで60歳以上を対象としていたあいあいアプリが大幅にリニューアル

美浜町健康支援 あいあいアプリ

田
波
　
耕
　
（
竹
　
波
）

高
木
　
勝
美
（
新
　
庄
）

三
宅
　
宏
　
（
大
　
藪
）

川
﨑
　
和
美
（
久
々
子
）

松
下
　
幸
子
（
久
々
子
）

短
　
歌

美
浜
町
短
歌
協
会

敦
賀
駅
桜
雨
降
る
港
町

　
　
　
　
新
幹
線
は
即
京
阪
へ

東
風
吹
く
や
春
の
足
音
着
着
と

　
　
　
　
梅
は
咲
き
初
め
桜
芽
吹
き
ぬ

啓
蟄
に
這
ひ
出
す
虫
も
後
す
ざ
り

　
　
　
　
寒
気
に
耐
へ
ず
炬
燵
に
巣
ご
も
り

ゆ
く
り
な
く
叔
母
の
訃
報
を
聞
き
し
夜

　
　
　
　
心
の
支
え
消
へ
ゆ
く
思
ひ
す

懐
か
し
き
名
前
の
載
り
し
お
悔
や
み
欄

　
　
　
　
交
流
あ
り
し
時
を
偲
び
ぬ

子ども・子育て
　　サポートセンターに
　　　　　　　遊びにきてね！
　子ども・子育てサポートセンターには、0から２歳頃のお子さんの発達に合わ

せた玩具や遊具がたくさん並んでいる｢すこやかひろば｣や、複合遊具や砂場があ

る中庭があり、年齢に合わせた遊びを楽しむことができます。また、はあとぴあの

ホール開放日には、走ったりコンビカーに乗ったりして体を動かして遊ぶこともで

きます。家庭での遊びがマンネリ化してきた時や、広いところでたくさんハイハイを

させたい時、天気が悪くて戸外で遊べない時等は、ぜひ遊びにきてください。

　今年度も夏祭りやハロウィン等の季節に合わせた行事や、子育てに役立つさ

まざまな内容の育児講座を予定しています。詳細は、毎月25日頃に発行する子

育てわくわくカレンダーにてご確認ください。普段の遊びの様子や子育てに関

する情報は、センターのInstagramやFacebookでもお知らせしていますので、

ぜひご覧ください。

開催日 行事・育児講座

��5/14( 火 ) ミュージックケア

��5/24( 金 ) 消防士さんのお話

��6/21( 金 ) ベビーと一緒にヨガ

��7/12( 金 ) 足の発達と靴選びの話

��7/23( 火 ) ちびっこ夏まつり

��7/31( 水 ) わらべうたあそび

��8/23( 金 ) ベビーマッサージ

10/29( 火 ) ちびっこハロウィン

11/12( 火 ) ことばのお話

11/19( 火 ) 骨盤底筋ケア

12/��4( 水 ) サマンサ先生と遊ぼう

��2/22( 土 ) 絵本セラピー (保護者向け )

��3/14( 金 ) 子育てトーク
※ お問い合わせ先
　町子ども・子育てサポートセンター(担当�濵野･澤)☎32‐0192 ※�日程は変更になる場合がありますので、毎

月のわくわくカレンダーをご確認ください。

　目　的
①健康的な生活習慣の定着

②高齢者の社会参加や生きがいづくり

　対　象 18歳以上の町民またはげんげん運動サポーター企業に従事する従業員

　内　容
指定する健康づくり活動や地域貢献活動に取り組む住民に対して

ポイントを付与し、そのポイントは、クーポン券に還元します。

　その他 ポイント付与は次のとおりです。

還元率 1ポイント1円

付与期間 当該年度4月～ 3月

交換可能な最大ポイント数 5,000ポイント

交換可能な最低ポイント数 1,000ポイント

クーポン券の有効期間 当該年度の3月 31日まで

　参加方法 右記の二次元コードを読み取り、必要事項を入力し登録してください。 ＼ダウンロードはこちら／

※ お問い合わせ先
　町健康福祉課(担当･中西)
　☎32‐6704
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氏　名 住　所

牧　田　　　司　＆ (清　水)　 夢　佳 佐　田

髙　田　直　生　＆ (清　水)　 莉　紗 日　向

土　井　武　志　＆ (嶋　田)　 瀬　奈 麻　生

宮　本　　    瞭　＆ (　関　)　 優実帆 松　原

金　田　桂　汰　＆ (上　山)　 摩理亜 山　上

◎ご結婚

3/1～3/31受付分
(敬称略)慶弔慶弔

※ 氏名に旧字体や俗字等が含まれている場合は、常用漢字で

　掲載しております。

氏　名 住 所 年齢 届出人

上野山　　　稔 早 瀬 89 上野山　めぐみ

佐 治 龍 雄 久々子 87 佐　治　美智子

和多田　喜代子 金 山 92 和多田　　　均

瀨　戸　きみ子 佐 柿 97 瀨　戸　美知子

竹　仲　きみ子 佐 柿 72 村　上　加寿美

和多田　博　志 久々子 72 和多田　克　己          

和多田　野　菊 松 原 82 和多田　公　靖

◎おくやみ

◎ご誕生
氏　名 性別 父・母 住　所

宮 下 湧
わ く

久 男 雅・慶子 日 向

町の情報や応援クルーの

情報はこちら！

人口の動き

※ 町が公認登録する｢町外に住みながらも本町を
愛し、応援してくださる方｣のこと。

人口総数　　　　8,753人(－59)

男　　　　　　　4,297人(－21)

女　　　　　　　4,456人(－38)

世帯数　　　　　3,614世帯(－  4)

出生　　　　　　死亡

転入　　　　　　転出

みはま応援クルー(※)

  1人

26人

10人

76人

313人(＋ 7) 

はじめてバースデー
5月に満1歳になる子どもたちを紹介します。

HAPPY BIRTH DAY

未

広報クイズ
　広報みはま5月号を読んで、①～⑤番の丸印をひらがな・カ

タカナでうめてください。小さい｢っ｣や｢ゅ｣、｢・｣、｢が｣、等

も一文字とします。｢●｣の文字を①番から順に並べると、ある

言葉になります。どんな言葉でしょう。

●応募方法
　はがきに答え、住所、氏名(広報を読んだ感想も大
歓迎！)を書いて、｢広報みはま広報クイズ｣係(〒919-
1192美浜町郷市25-25)まで送ってください。
メールで応募される方は、次のアドレスに送信して
ください。
【メールアドレス】
  kouhou-mihama@town.fukui-mihama.lg.jp
【二次元コード】

　締め切りは、5月10日(金)(消印有効)です。正解者
の中から抽選で5人の方に記念品をお送りします。
●4月号の答え　　おはなみ
●応募者総数は22人で21人正解でした。当選の発表
は、記念品の発送をもってかえさせていただきます。

①三方○●開き

②美浜町健康支援○●○○アプリ

③ ○○○　○○　○●ごみ収集・受入れの

　お知らせ

④林野火災 ●○○　○○○○

⑤○○●○新幹線探検ツアー

まちびとまちびと

第35回全国そば優良生産表
彰で一般社団法人日本蕎麦協
会会長賞を受賞した

＊受賞された今の気持ちを教えてください。
　平成12年から始めた蕎麦の活動が今年で23年経ち、区
民で活動してきたことを一つ一つ評価され、今回優良表彰
していただいたことを大変喜んでおります。

＊今後の目標を教えてください。
　太田そばを使った新たな商品開発に挑戦しながら、これ
からも太田区民の方々と一緒に活動して、一人でも多くの
町民に愛されるそば作りを行っていきたいと思います。

山路 俊
と し ひ こ

彦　さん (太田)

○

○

5.6 中
島
正ま
さ
む
ね宗
く
ん

(
太
田)

父･

恭
平
さ
ん

母･

千
佳
さ
ん

1歳おめでとう！自然豊か
な美浜町ですくすくのびの
びと育っていこうね

に
ぃ
に
だ
い
す
き
！

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
あ
そ
ん
で
ね
！

5.31 秋
山
櫂か
い
り里
く
ん

(

佐
野)

父･

健
太
さ
ん

母･

万
奈
さ
ん

太田enjoy農楽舎 代表

5.24 髙
木
蒼そ
う
ま真
く
ん

(

新
庄)

父･

彰
公
さ
ん

母･

真
桜
さ
ん

歩けるようになったよ！み
んなでたくさんおでかけし
ようね♪

｢はじめてバースデー｣への

掲載案内は、誕生月の前々

月に送付しています。

ぜひ、ご応募ください。

○
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■くらしのカレンダー■

●イベント ●健康診査・検診 ●子ども行事
●行事の予定は、4月 16日現在のものです。一部変更になる場合がありますので事前にご確認ください。
●　　　網かけの日は、役場はお休みです。 
●　　　は古紙回収日、後に続く（　）内は回収地区です。
●ごみの休日受入は、第3日曜日以外の土日祝日(5月3日～5日、12月31日～1月3日を除く)の午前8時30分～正午です。
●休日の当番医に関するお問い合わせ先　 町役場 ☎32-1111（代表）　美浜消防署 ☎32-1190

古紙

5 月の納税 [納期限 5/31（金）] ※納付は口座振替が便利です。

固定資産税 [1期 ]･軽自動車税 (種別割 )[ 全期 ]

連
休
中
の
ご
み
収
集･

受
け
入
れ
は

23
頁
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

(耳地区:河原市･南市･栄区を除く)古紙

(北･南地区)古紙

(河原市･南市･栄区)古紙

(東地区)古紙

令和6年 5 月

12（日）

11（土）
10（金）

9（木）

8（水）

7（火）

6（月）

5（日）

4（土）

3（金）

27（月）

26（日）

25（土）

24（金）

23（木）

21（火）

22（水）

20（月）

19（日）

18（土）
17（金）1（水）

2（木）

28（火)
29（水)
30（木)
31（金)

15（水）
16（木）

14（火）

13（月）

▼
こ
の
春
の
人
事
異
動
に
伴
い
、広
報
み
は
ま

の
担
当
を
離
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。こ
の

3
年
間
、さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
行
き
、町
の
魅

力
や
町
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
さ
を
再
認
識
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

紙
面
づ
く
り
で
は
、「
前
号
よ
り
も
い
い
広

報
づ
く
り
」を
常
に
心
掛
け
、広
報
担
当
だ
か

ら
こ
そ
見
る
こ
と
が
で
き
た
景
色
や
聞
く
こ

と
が
で
き
た
町
民
の
皆
さ
ん
の
思
い
を
正
し

く
お
伝
え
で
き
る
よ
う
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

す
日
々
で
し
た
。

取
材
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
方
々
、ご
愛

読
い
た
だ
い
た
方
々
に
は
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ど

う
か
こ
れ
か
ら
も
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。（
宥
）

▼
こ
の
春
の
人
事
異
動
に
伴
い
、広
報
み
は
ま

の
新
担
当
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
わ
か
り
や
す
く
親
し
み
や
す
い
広
報
を
作

成
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。（
隼
）

憲法記念日

みどりの日
10:00～きいぱすGWフェスタ2024
　　　　　　　　　　　　(きいぱす)

こどもの日
  9:00～ハートフル朝市
　　 　　(道の駅若狭美浜はまびより)

振替休日

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:30～｢こころの相談室｣
　　　　※障がい者(児)相談(はあとぴあ)

  8:30～総合健診[生活習慣病予防健診・肺・胃・
　　　　　　大腸がん健診・肝炎検査](はあとぴあ)
13:00～総合健診[生活習慣病健診・肺・大腸・
　　　　子宮・乳がん健診・肝炎検査] (はあとぴあ)

10:00～1歳児教室(はあとぴあ)

  9:00～第36回美浜･五木ひろしふるさとマラソン
　　　　　　　　　　　　　　　　(丹生特設会場)
  9:00～ハートフル朝市
　　　　　　　　(道の駅若狭美浜はまびより)

10:00～結婚相談(はあとぴあ)

  8:30～総合健診[生活習慣病予防健診・肺・胃・
　　　　大腸がん健診・肝炎検査](北西郷公民館)
13:00～総合健診[大腸・子宮・乳がん健診]
　　　　　　　　　　　　　　　 (北西郷公民館)
13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:00～司法書士法律相談(はあとぴあ)
  
狂犬病予防注射※22頁参照

10:00～結婚相談(はあとぴあ)

  8:30～町民野球大会(総合運動公園野球場)
  9:00～ハートフル朝市
　　　　　　(道の駅若狭美浜はまびより)

10:00～ミニさくらんぼ(けやき台)
13:00～弁護士法律相談(はあとぴあ)
13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:30～｢こころの相談室｣
　　    　※障がい者(児)相談(はあとぴあ)

13:00～1歳6か月児健診
　　　　(子ども・子育てサポートセンター)

  8:30～総合健診[生活習慣病予防健診・肺・胃
　　　　  ・大腸がん健診・肝炎検査・歯科健診]
　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)
13:00～総合健診[生活習慣病健診・肺・大腸・
　　　　　　　　子宮・乳がん健診・肝炎検査] 
　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

  8:30～第37回ゲートボール大会
　　　　　　　　(西郷健康ひろば　屋内運動場)
  9:00～ハートフル朝市
　　　　　　　　(道の駅若狭美浜はまびより)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

13:30～母親学級(はあとぴあ)

美浜町防災アプリの
ダウンロードをお願いします

美浜町防災アプリでは、
防災情報や停電情報、お
くやみ等の生活に関わる
緊急情報等をお知らせし
ています。ぜひ、ダウン
ロードの上、ご利用くだ
さい。

ダウンロードは
こちら
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